教育を考えるきっかけ by 内田 裕士
教育を考えるきっかけ




























 大学に入学し、教職に関する授業はもちろんのことそれ以外の授業を受けていく中で 1 人
の先生に出会いました。現在所属している研究室の先生ですが、先生の授業は大変面白く、
気づかされるが多くありました。ある日、先生と教育について話す機会があったので、先生
の授業はなぜ面白いのかを伺ったことがあります。先生は、「教科書に書かれている 1 文の
重さを伝えているつもりだ」と語りました。1 文の重さとは、今では誰でも知っていて常識
となっている事象を表すに至った長い背景や歴史のことです。１文の重さを伝えるためには
その背景や歴史を詳しく知る必要があり、研究者の苦労と血の滲むような努力があって成り
立っていることを知らなければなりません。先生はメンデルを例に話して下さりました。メ
ンデルはかの有名な「メンデルの法則(優性の法則・分離の法則・独立の法則)」を発見しま
した。広く知られている話ではありますが、メンデルが法則を発見するまでの研究は 15 年
間にも及びましたが、当時は研究成果が認められず没後 10 年以上経ってから再発見され評
価されました。このメンデルの話のみならず、様々な 1 文の重みを知ることで面白く有意義
な授業ができるはずだと先生は言いました。確かにその通りだと思いました。 
 様々な人と出会ってきたおかげで、私には将来なりたい教員像が浮かんできています。こ
れから先も勉強していく中で、また、教員になってから出会う人々から多くの言葉と考えを
頂き、自らの思想を組み立てて行きたいと思います。 
 
